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1 発電所 



第1-3-15図工事計画認可申請

東海第二発電所

名

称

日 本 原 子 力 発 電 株 式 会 社

7Z29

主要設備の配置の状況を明示した
平面図及び断面図（電気設備）

主要変圧器（平面図）



第1-3-16図工事計画認可申請

東海第二発電所

名

称

日 本 原 子 力 発 電 株 式 会 社

7Z29

主要設備の配置の状況を明示した
平面図及び断面図（電気設備）

主要変圧器（断面図）
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3 核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設 



1 

第 3-2-1-1-1 図～第 3-2-1-1-5図「核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設のうち使用済燃料貯蔵槽冷却

浄化設備（燃料プール冷却浄化系）に係る主配管の配置を明示した図面）」別紙 

工事計画記載の公称値の許容範囲

[主配管] 

管ＮＯ.2＊- 管継手 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 267.4 
＋4.0 mm 

－3.2 mm 
ＪＩＳによる材料公差 

厚さ 9.3 
＋規定しない 

－12.5 ％ 
同上 

管ＮＯ.3＊- 管継手 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 216.3 
＋2.4 mm 

－1.6 mm 
ＪＩＳによる材料公差 

厚さ 8.2 
＋規定しない 

－12.5 ％ 
同上 

管ＮＯ.4＊- 管継手 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 165.2 
＋2.4 mm 

－1.6 mm 
ＪＩＳによる材料公差 

厚さ 7.1 
＋規定しない 

－12.5 ％ 
同上 

管ＮＯ.5＊- 管継手 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 216.3 
＋2.4 mm 

－1.6 mm 
ＪＩＳによる材料公差 

厚さ 8.2 
＋規定しない 

－12.5 ％ 
同上 

注：主要寸法は，工事計画記載の公称値 

注記 ＊：管の強度計算書の管ＮＯ.を示す。 
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2 

工事計画記載の公称値の許容範囲（続き） 

[主配管（続き）] 

管ＮＯ.15＊ 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 216.3 ±1 ％ ＪＩＳによる材料公差 

厚さ 8.2 
－12.5 ％ 【マイナス側公差】 

ＪＩＳによる材料公差 

管ＮＯ.15＊- 管継手 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 216.3 
＋2.4 mm 

－1.6 mm 
ＪＩＳによる材料公差 

厚さ 8.2 
＋規定しない 

－12.5 ％ 
同上 

注：主要寸法は，工事計画記載の公称値 

注記 ＊：管の強度計算書の管ＮＯ.を示す。 
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第 3-2-4 図工事計画認可申請

東海第二発電所

名

称

日本原子力発電株式会社

核燃料物質の取扱施設及び
貯蔵施設使用済燃料貯蔵槽冷却浄化設備に係る

機器の配置を明示した図面

8131



8121

名  

称

第 3-2-2-2-3 図工事計画認可申請

東海第二発電所

日本原子力発電株式会社

核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設のうち

使用済燃料貯蔵槽冷却浄化設備

（代替燃料プール注水系

（設計基準対象施設）

（スプレイヘッダ含む））の系統図（1／2）





屋
吾圭
己円工事計画認可申

所号壱
E巴

夕、
ブ七弟東海

名

称

口］
7X18 

本原子力発電株式会社

第 3-2-3-1-1 図

核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設のうち
使用済燃料貯蔵槽冷却浄化設備(代替燃料プール冷却系)

に係る主配管の配置を明示した図面（1／2）

長方形

長方形

折れ線



士事計画認可申請

所壬吾
貫主

夕、
ブ七車東海

D 

称

7X18 

本原子力発電株式会社
FPC 

第 3-2-3-1-2 図

核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設のうち
使用済燃料貯蔵槽冷却浄化設備(代替燃料プール冷却系)

に係る主配管の配置を明示した図面（2／2）

長方形

長方形

折れ線





工市計1百認可申請 I
東海第二発電所

名

称

核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設
　使用済燃料貯蔵槽冷却浄化設備
(代替燃料プール冷却系)の構造図　
代替燃料プール冷却系熱交換器

日本）泉十力発電株式会社
7X23 

第3-2-3-3-1図

折れ線



工事計画認可申請  第3-2-3-3-2図

東海第二発電所

名
称

核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設　使用済燃料貯
蔵槽冷却浄化設備(代替燃料プール冷却系)の代替燃
料プール冷却系ポンプ構造図

日本原子力発電株式会社
l7X25 

折れ線
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4 原子炉冷却系統施設 



1 

第 4-2-1-1-1 図～第 4-2-1-1-5図「原子炉冷却系統施設のうち原子炉冷却材の循環設備に係る主配管

の配置を明示した図面（主蒸気系）」別紙 

工事計画記載の公称値の許容範囲

[主配管] 

管ＮＯ.13＊1

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 60.5 
＋2.4 mm 

－0.8 mm 
製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

厚さ 6.7 
＋2.4 mm 

－1.6 mm 
同上 

伸縮継手ＮＯ.E1＊2 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 61.5 ±3.0 mm 製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

厚さ 0.4 ±0.2 mm 同上 

注：主要寸法は，工事計画記載の公称値 

注記 ＊1：管の強度計算書の管ＮＯ.を示す。 

＊2：伸縮継手の強度計算書の伸縮継手ＮＯ.を示す。 
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1 

第 4-3-1-1-1 図～第 4-3-1-1-11 図「原子炉冷却系統施設のうち残留熱除去設備に係る主配管の配置を

明示した図面（残留熱除去系）」別紙 

工事計画記載の公称値の許容範囲

[主配管] 

残留熱除去系熱交換器 Aから A系統代替循環冷却系ポンプ吸込管分岐点 – 管 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 457.2 ±2.2 mm 製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

厚さ 14.3 
＋7.1 mm 

－1.5 mm 
同上 

残留熱除去系熱交換器 Aから A系統代替循環冷却系ポンプ吸込管分岐点 – 管継手 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 457.2 
＋4.0 mm 

－3.2 mm 
ＪＩＳによる材料公差 

厚さ 14.3 
＋規定しない 

－12.5 ％ 
同上 

A系統代替循環冷却系ポンプ吸込管分岐点から残留熱除去系熱交換器 A出口管合流点 – 管 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 457.2 ±2.2 mm 製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

厚さ 14.3 
＋7.1 mm 

－1.5 mm 
同上 

残留熱除去系熱交換器 A出口管合流点から A系統代替循環冷却系ポンプ吐出管合流点 – 管 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 457.2 ±2.2 mm 製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

厚さ 14.3 
＋7.1 mm 

－1.5 mm 
同上 

注：主要寸法は，工事計画記載の公称値 
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工事計画記載の公称値の許容範囲（続き） 

[主配管（続き）] 

A系統代替循環冷却系ポンプ吐出管合流点から A系統ドライウェルスプレイ配管分岐点 – 管 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 457.2 ±2.2 mm 製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

厚さ 14.3 
＋7.1 mm 

－1.5 mm 
同上 

A系統代替循環冷却系ポンプ吐出管合流点から A系統ドライウェルスプレイ配管分岐点 – 管 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 165.2 
＋4.0 mm 

－0.8 mm 
製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

厚さ 7.1 
＋2.4 mm 

－1.6 mm 
同上 

A系統代替循環冷却系ポンプ吐出管合流点から A系統ドライウェルスプレイ配管分岐点 – 管 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 179.6 
＋4.0 mm 

－0.8 mm 
製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

厚さ 14.3 
＋2.4 mm 

－1.6 mm 
同上 

低圧代替注水系残留熱除去系配管 A系合流点から A系統原子炉注水管分岐点 – 管継手 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 406.4 
＋4.0 mm 

－3.2 mm 
ＪＩＳによる材料公差 

厚さ 12.7 
＋規定しない 

－12.5 ％ 
同上 

注：主要寸法は，工事計画記載の公称値 
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工事計画記載の公称値の許容範囲（続き） 

[主配管（続き）] 

低圧代替注水系残留熱除去系配管 A系合流点から A系統原子炉注水管分岐点 – 管継手 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 216.3 
＋2.4 mm 

－1.6 mm 
ＪＩＳによる材料公差 

厚さ 8.2 
＋規定しない 

－12.5 ％ 
同上 

残留熱除去系熱交換器 Bから B系統代替循環冷却水ポンプ吸込管分岐点 – 管 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 457.2 ±2.2 mm 製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

厚さ 14.3 
＋7.1 mm 

－1.5 mm 
同上 

残留熱除去系熱交換器 Bから B系統代替循環冷却水ポンプ吸込管分岐点 – 管継手 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 457.2 
＋4.0 mm 

－3.2 mm 
ＪＩＳによる材料公差 

厚さ 14.3 
＋規定しない 

－12.5 ％ 
同上 

B系統代替循環冷却水ポンプ吸込管分岐点から残留熱除去系熱交換器 B出口管合流点 – 管 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 457.2 ±2.2 mm 製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

厚さ 14.3 
＋7.1 mm 

－1.5 mm 
同上 

注：主要寸法は，工事計画記載の公称値 
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工事計画記載の公称値の許容範囲（続き） 

[主配管（続き）] 

残留熱除去系熱交換器 B出口管合流点から B系統代替循環冷却系ポンプ吐出管合流点 – 管 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 457.2 ±2.2 mm 製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

厚さ 14.3 
＋7.1 mm 

－1.5 mm 
同上 

B系統代替循環冷却系ポンプ吐出管合流点から B系統テスト配管分岐点 – 管 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 457.2 ±2.2 mm 製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

厚さ 14.3 
＋7.1 mm 

－1.5 mm 
同上 

B系統代替循環冷却系ポンプ吐出管合流点から B系統テスト配管分岐点 – 管 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 165.2 
＋4.0 mm 

－0.8 mm 
製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

厚さ 7.1 
＋2.4 mm 

－1.6 mm 
同上 

B系統代替循環冷却系ポンプ吐出管合流点から B系統テスト配管分岐点 – 管 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 179.6 
＋4.0 mm 

－0.8 mm 
製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

厚さ 14.3 
＋2.4 mm 

－1.6 mm 
同上 

注：主要寸法は，工事計画記載の公称値 
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工事計画記載の公称値の許容範囲（続き） 

[主配管（続き）] 

低圧代替注水系残留熱除去系配管 B系合流点から格納容器スプレイヘッダ B（ドライウェル側） 

– 管継手

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 406.4 
＋4.0 mm 

－3.2 mm 
ＪＩＳによる材料公差 

厚さ 12.7 
＋規定しない 

－12.5 ％ 
同上 

低圧代替注水系残留熱除去系配管 B系合流点から格納容器スプレイヘッダ B（ドライウェル側） 

– 管継手

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 216.3 
＋2.4 mm 

－1.6 mm 
ＪＩＳによる材料公差 

厚さ 8.2 
＋規定しない 

－12.5 ％ 
同上 

低圧代替注水系残留熱除去系配管 C系合流点から C系統低圧注水系配管分岐点 – 管継手 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 457.2 
＋4.0 mm 

－3.2 mm 
ＪＩＳによる材料公差 

厚さ 14.3 
＋規定しない 

－12.5 ％ 
同上 

低圧代替注水系残留熱除去系配管 C系合流点から C系統低圧注水系配管分岐点 – 管継手 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 216.3 
＋2.4 mm 

－1.6 mm 
ＪＩＳによる材料公差 

厚さ 8.2 
＋規定しない 

－12.5 ％ 
同上 

注：主要寸法は，工事計画記載の公称値 
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工事計画記載の公称値の許容範囲（続き） 

[主配管（続き）] 

B系統テスト配管分岐点から B系統代替循環冷却系原子炉注水配管合流点 – 管 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 457.2 ±2.2 mm 製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

厚さ 14.3 
＋7.1 mm 

－1.5 mm 
同上 

B系統代替循環冷却系原子炉注水配管合流点から B系統原子炉停止時冷却系配管分岐点 – 管 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 457.2 ±2.2 mm 製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

厚さ 14.3 
＋7.1 mm 

－1.5 mm 
同上 

B系統代替循環冷却系原子炉注水配管合流点から B系統原子炉停止時冷却系配管分岐点 – 管 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 114.3 
＋4.0 mm 

－0.8 mm 
製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

厚さ 6.0 
＋2.4 mm 

－1.6 mm 
同上 

B系統代替循環冷却系原子炉注水配管合流点から B系統原子炉停止時冷却系配管分岐点 – 管 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 125.5 
＋4.0 mm 

－0.8 mm 
製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

厚さ 11.6 
＋2.4 mm 

－1.6 mm 
同上 

注：主要寸法は，工事計画記載の公称値 
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工事計画記載の公称値の許容範囲（続き） 

[主配管（続き）] 

B系統代替循環冷却系テスト配管合流点からサプレッション・チェンバ – 管継手 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 406.4 
＋4.0 mm 

－3.2 mm 
ＪＩＳによる材料公差 

厚さ 9.5 
＋規定しない 

－12.5 ％ 
同上 

B系統代替循環冷却系テスト配管合流点からサプレッション・チェンバ – 管継手 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 216.3 
＋2.4 mm 

－1.6 mm 
ＪＩＳによる材料公差 

厚さ 8.2 
＋規定しない 

－12.5 ％ 
同上 

A系統原子炉停止時冷却系配管分岐点から A系統代替循環冷却系原子炉注水配管合流点 – 管 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 355.6 ±0.8 ％＊ ＪＩＳによる材料公差 

厚さ 11.1 
＋3.1 mm 

－12.5 ％ 

【プラス側公差】 

製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

【マイナス側公差】 

ＪＩＳによる材料公差 

A系統代替循環冷却系原子炉注水配管合流点から弁 E12-F042A – 管 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 355.6 ±0.8 ％＊ ＪＩＳによる材料公差 

厚さ 11.1 
＋3.1 mm 

－12.5 ％ 

【プラス側公差】 

製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

【マイナス側公差】 

ＪＩＳによる材料公差 

注：主要寸法は，工事計画記載の公称値 

注記 ＊：管の外径許容差を示す。 

ただし，周長による場合は，周長許容差±0.5 ％又は換算外径許容差±0.5 ％とする。 

N
T
2
 
補
②
 公

差
表
 
R
0 



8 

工事計画記載の公称値の許容範囲（続き） 

[主配管（続き）] 

A系統代替循環冷却系原子炉注水配管合流点から弁 E12-F042A – 管 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 114.3 
＋4.0 mm 

－0.8 mm 
製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

厚さ 6.0 
＋2.4 mm 

－1.6 mm 
同上 

A系統代替循環冷却系原子炉注水配管合流点から弁 E12-F042A – 管 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 125.5 
＋4.0 mm 

－0.8 mm 
製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

厚さ 11.6 
＋2.4 mm 

－1.6 mm 
同上 

A系統サプレッション・チェンバスプレイ配管分岐点から 格納容器スプレイヘッダ 

（サプレッション・チェンバ側） – 管継手

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 114.3 ±1.6 mm ＪＩＳによる材料公差 

厚さ 6.0 
＋規定しない 

－12.5 ％ 
同上 

注：主要寸法は，工事計画記載の公称値 
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工事計画認可申請

東海第二発電所

名

称

日本原子力発電株式会社

8123

原子炉冷却系統施設のうち

残留熱除去設備

（残留熱除去系）の系統図（1／3）

（重大事故等対処設備）

第 4-3-1-2-4 図



工事計画認可申請 第 4-3-1-2-5 図

東海第二発電所

名

称

日本原子力発電株式会社

8123

原子炉冷却系統施設のうち

残留熱除去設備

（残留熱除去系）の系統図（2／3）

（重大事故等対処設備）



工事計画認可申請

東海第二発電所

名

称

日本原子力発電株式会社

8123

第 4-3-1-2-6 図

原子炉冷却系統施設のうち

残留熱除去設備

（残留熱除去系）の系統図（3／3）

（重大事故等対処設備）



折れ線



第4-3-1-3-8図

原子炉冷却系統施設 残留熱除去設備
(残留熱除去系)の構造図E12-F053A,B

折れ線



日本原子力発電株式会社

東海第二発電所

工事計画認可申請

名 
 
 

称

第            図4-3-2-1

原子炉冷却系統施設のうち

（格納容器圧力逃がし装置）

残留熱除去設備

の系統図（設計基準対象施設）



日本原子力発電株式会社

東海第二発電所

工事計画認可申請

名 
 
 

称

第            図4-3-2-2

原子炉冷却系統施設のうち

（格納容器圧力逃がし装置）

残留熱除去設備

の系統図（重大事故等対処設備）



注：寸法はmmを示す。

工事計画認可申i青 1第4-3-3-1図

東海第二発電所

名 原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心冷却設備

称 I万悶讐t塁嘉誓：贔誓9冨ント系）
日本原了力発電株式会社

"7928 

折れ線



1 

第 4-3-3-1図「原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備（耐圧強化ベン

ト系）に係る主配管の配置を明示した図面）」別紙

工事計画記載の公称値の許容範囲

[主配管] 

管ＮＯ.1＊ 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 457.2 

厚さ 12.7 

管ＮＯ.1＊- 管継手 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 457.2 
＋4.0 mm 

－3.2 mm 
ＪＩＳによる材料公差 

厚さ 12.7 
＋規定しない 

【プラス側公差】 

ＪＩＳによる材料公差 

管ＮＯ.2＊- 管継手 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 457.2 
＋4.0 mm 

－3.2 mm 
ＪＩＳによる材料公差 

厚さ 12.7 
＋規定しない 

【プラス側公差】 

ＪＩＳによる材料公差 

注：主要寸法は，工事計画記載の公称値 

注記 ＊：管の強度計算書の管ＮＯ.を示す。 
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工事計画記載の公称値の許容範囲（続き） 

[主配管（続き）] 

管ＮＯ.3＊- 管継手 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 318.5 
＋4.0 mm 

－3.2 mm 
ＪＩＳによる材料公差 

厚さ 10.3 
＋規定しない 

【プラス側公差】 

ＪＩＳによる材料公差 

管ＮＯ.4＊ 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 318.5 ±0.8 ％ ＪＩＳによる材料公差 

厚さ 10.3 
－12.5 ％ 【マイナス側公差】 

ＪＩＳによる材料公差 

管ＮＯ.4＊- 管継手 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 318.5 
＋4.0 mm 

－3.2 mm 
ＪＩＳによる材料公差 

厚さ 10.3 
＋規定しない 

－12.5 ％ 
同上 

注：主要寸法は，工事計画記載の公称値 

注記 ＊：管の強度計算書の管ＮＯ.を示す。 
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名 

称



1 

第 4-4-1-1-1 図，第 4-4-1-1-2図「原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心冷却設備その他原子炉注水

設備（高圧炉心スプレイ系）に係る主配管の配置を明示した図面」別紙 

工事計画記載の公称値の許容範囲

[主配管] 

管ＮＯ.3＊1- 管継手 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 609.6 
＋6.4 mm 

－4.8 mm 
ＪＩＳによる材料公差 

厚さ 17.5 
＋規定しない 

－12.5 ％ 
同上 

管ＮＯ.4＊1- 管継手 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 457.2 
＋4.0 mm 

－3.2 mm 
ＪＩＳによる材料公差 

厚さ 14.3 
＋規定しない 

－12.5 ％ 
同上 

管ＮＯ.8＊1 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 406.4 ±0.8 ％＊2 ＪＩＳによる材料公差 

厚さ 26.2 
－12.5 ％ 【マイナス側公差】 

ＪＩＳによる材料公差 

注：主要寸法は，工事計画記載の公称値 

注記 ＊1：管の強度計算書の管ＮＯ.を示す。 

＊2：管の外径許容差を示す。 

ただし，周長による場合は，周長許容差±0.5 ％又は換算外径許容差±0.5 ％とする。 
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2 

工事計画記載の公称値の許容範囲（続き） 

[主配管（続き）] 

管ＮＯ.9＊- 管継手 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 406.4 
＋4.0 mm 

－3.2 mm 
ＪＩＳによる材料公差 

厚さ 30.9 
＋規定しない 

－12.5 ％ 
同上 

注：主要寸法は，工事計画記載の公称値 

注記 ＊：管の強度計算書の管ＮＯ.を示す。 
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工事計画認可申請 第 4-4-3-2-1 図

東海第二発電所

原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心冷却設備

その他原子炉注水設備（原子炉隔離時冷却系）

の系統図(1／2)

（設計基準対象施設）

名

称

日本原子力発電株式会社

8123

 原子炉冷却系統施設のうち残留熱除去設備 

 （格納容器圧力逃がし装置）の系統図

        （設計基準対象施設）

原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心冷却設備

その他原子炉注水設備（原子炉隔離時冷却系）

の系統図（1/2）（設計基準対象施設）



工事計画認可申請

東海第二発電所

名

称

日本原子力発電株式会社

第 4-4-3-2-2 図

原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心冷却設備

その他原子炉注水設備（原子炉隔離時冷却系）

の系統図(2/2)

（重大事故等対処設備）

8123

 原子炉冷却系統施設のうち残留熱除去設備 

 （格納容器圧力逃がし装置）の系統図

        （重大事故等対処設備）

原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心冷却設備

その他原子炉注水設備（原子炉隔離時冷却系）

の系統図(2/2)（重大事故等対処設備）



日本原子力発電株式会社

東海第二発電所

工事計画認可申請

名 
 
 

称

第            図4-4-3-4

原子炉冷却系統施設

注水設備（原子炉隔離時冷却系）

非常用炉心冷却設備その他原子炉

　の構造図　

原子炉隔離時冷却系ストレーナ



工事計画認可申請

東海第二発電所

名

称

日本原子力発電株式会社

8124

原子炉冷却系統施設のうち

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

（低圧注水系）の系統図（1／2）

（設計基準対象施設）

第 4-4-4-2-1 図



工事計画認可申請 第 4-4-4-2-2 図

東海第二発電所

名

称

日本原子力発電株式会社

8124

 原子炉冷却系統施設のうち

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

（低圧注水系）の系統図（2／2）

（設計基準対象施設）



工事計画認可申請

東海第二発電所

名

称

日本原子力発電株式会社

8124

原子炉冷却系統施設のうち

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

（低圧注水系）の系統図（1／2）

（重大事故等対処設備）

第 4-4-4-2-3 図



工事計画認可申請 第 4-4-4-2-4 図

東海第二発電所

名

称

日本原子力発電株式会社

8124

原子炉冷却系統施設のうち

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

（低圧注水系）の系統図（2／2）

（重大事故等対処設備）



工事計画認可申請

東海第二発電所

名

称

日本原子力発電株式会社

第 4-4-5-2-1 図

8123

原子炉冷却系統施設のうち

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

（ほう酸水注入系）の系統図（1／2）

（設計基準対象施設）



工事計画認可申請 第 4-4-5-2-2 図

東海第二発電所

原子炉冷却系統施設のうち

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

（ほう酸水注入系）の系統図(2／2)

（重大事故等対処設備）

名

称

日本原子力発電株式会社

8123



工事計画認可申請

東 海 第 二 発 電 所

日 本 原 子 力 発 電 株 式 会 社

原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心冷却設備

主配管の配置を明示した図面(1/5)

その他原子炉注水設備(高圧代替注水系)に係る

第4-4-6-1-1図

8123

多角形



工事計画認可申請

東 海 第 二 発 電 所

日 本 原 子 力 発 電 株 式 会 社

原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心冷却設備

主配管の配置を明示した図面(2/5)

その他原子炉注水設備(高圧代替注水系)に係る

第4-4-6-1-2図

8123

多角形



工事計画認可申請

東 海 第 二 発 電 所

日 本 原 子 力 発 電 株 式 会 社

原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心冷却設備

主配管の配置を明示した図面(3/5)

その他原子炉注水設備(高圧代替注水系)に係る

第4-4-6-1-3図

8123

多角形



工事計画認可申請

東 海 第 二 発 電 所

日 本 原 子 力 発 電 株 式 会 社

原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心冷却設備

主配管の配置を明示した図面(4/5)

その他原子炉注水設備(高圧代替注水系)に係る

第4-4-6-1-4図

8123

多角形



工事計画認可申請

東 海 第 二 発 電 所

日 本 原 子 力 発 電 株 式 会 社

原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心冷却設備

主配管の配置を明示した図面(5/5)

その他原子炉注水設備(高圧代替注水系)に係る

第4-4-6-1-5図

8123

多角形
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(6.8) 原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備（高圧代替注水系）に

係る主配管の配置を明示した図面別紙 

工事計画書記載の公称値の許容範囲 

[主配管] 

管ＮＯ.1＊ - 管継手 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根 拠 

外径 114.3 

厚さ 8.6 

管ＮＯ.1＊ 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根 拠 

外径 114.3 

厚さ 8.6 

管ＮＯ.1＊ - 管継手 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根 拠 

外径 114.3 

厚さ 8.6 

管ＮＯ.1＊ - 管継手 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根 拠 

外径 114.3 

厚さ 8.6 

注：主要寸法は，工事計画書記載の公称値 

注記＊：強度計算書の管ＮＯ.を示す。 
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工事計画書記載の公称値の許容範囲(続き) 

[主配管（続き）] 

管ＮＯ.2＊ - 管継手 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根 拠 

外径 89.1 

厚さ 7.6 

管ＮＯ.2＊ 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根 拠 

外径 89.1 

厚さ 7.6 

管ＮＯ.3＊ 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根 拠 

外径 216.3 

厚さ 8.2 

管ＮＯ.4＊ - 管継手 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根 拠 

外径 355.6 

厚さ 11.1 

注：主要寸法は，工事計画書記載の公称値 

注記＊：管の強度計算書の管ＮＯ．を示す。 
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工事計画書記載の公称値の許容範囲(続き) 

[主配管（続き）] 

管ＮＯ.4＊ 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根 拠 

外径 355.6 

厚さ 11.1 

管ＮＯ.4＊ - 管継手 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根 拠 

外径 355.6 

厚さ 11.1 

管ＮＯ.4＊ 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根 拠 

外径 355.6 

厚さ 11.1 

管ＮＯ.4＊ - 管継手 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根 拠 

外径 355.6 

厚さ 11.1 

注：主要寸法は，工事計画書記載の公称値 

注記＊：管の強度計算書の管ＮＯ．を示す。 
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工事計画書記載の公称値の許容範囲(続き) 

[主配管（続き）] 

管ＮＯ.5＊ - 管継手 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根 拠 

外径 457.2 

厚さ 14.3 

管ＮＯ.5＊ - 管継手 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根 拠 

外径 457.2 

厚さ 14.3 

管ＮＯ.6＊ - 管継手 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根 拠 

外径 267.4 

厚さ 9.3 

管ＮＯ.7＊ - 管継手 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根 拠 

外径 216.3 

厚さ 8.2 

注：主要寸法は，工事計画書記載の公称値 

注記＊：管の強度計算書の管ＮＯ．を示す。 
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工事計画書記載の公称値の許容範囲(続き) 

[主配管（続き）] 

管ＮＯ.7＊ 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根 拠 

外径 216.3 

厚さ 8.2 

管ＮＯ.8＊ 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根 拠 

外径 216.3 

厚さ 8.2 

管ＮＯ.9＊ 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根 拠 

外径 165.2 

厚さ 14.3 

管ＮＯ.9＊ - 管継手 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根 拠 

外径 165.2 

厚さ 14.3 

注：主要寸法は，工事計画書記載の公称値 

注記＊：管の強度計算書の管ＮＯ．を示す。 
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工事計画書記載の公称値の許容範囲(続き) 

[主配管（続き）] 

管ＮＯ.9＊ 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根 拠 

外径 165.2 

厚さ 14.3 

管ＮＯ.9＊ - 管継手 

主要寸法 

（mm） 
許容範囲 根 拠 

外径 165.2 

厚さ 14.3 

注：主要寸法は，工事計画書記載の公称値 

注記＊：管の強度計算書の管ＮＯ.を示す。 



原子炉冷却系統施設のうち

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

（高圧代替注水系）の系統図（1／2）

（設計基準対象施設）

工事計画認可申請

東海第二発電所

名

称

日本原子力発電株式会社

8121

第 4-4-6-2-3 図



原子炉冷却系統施設のうち

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

（高圧代替注水系）の系統図（2／2）

（設計基準対象施設）

工事計画認可申請

東海第二発電所

名

称

日本原子力発電株式会社

8121

第 4-4-6-2-4 図



工事計画認可申請 

原子炉冷却系統施設 非常用炉心冷却設備
その他原子炉注水設備（高圧代替注水系）
の構造図 常設高圧代替注水系ポンプ 

日 本 原 子 力 発 電 株 式 会 社 

東 海 第 二 発 電 所 

名

称

第 4-4-6-3図 

 8123 
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(6.8) 原子炉冷却系統施設 非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備（高圧代替注水系）の 

構造図 常設高圧代替注水系ポンプ別紙 

工事計画記載の公称値の許容範囲 

[ポンプ類] 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根拠 

吸込口径 169.00 mm 

吐出口径 152.40 mm 

たて 940.00 mm 

横 803.60 mm 

高さ 1295.00 mm 

ケーシング厚さ（吐出） 34.00 mm 



 
工事計画認可申請

東海第二発電所

第4-4 - 7 - 1 - 1 2図

名

称

原子炉冷却系統施設のうち非常用

炉心冷却設備その他原子炉注水設備

（低圧代替注水系）に係る主配管の

配置を明示した図面

（12／13）

日本原子力発電株式会社

8126 

AutoCAD SHX Text
常設代替高圧電源装置置場 1F

AutoCAD SHX Text
B

AutoCAD SHX Text
B

AutoCAD SHX Text
第4-4-7- - 図

AutoCAD SHX Text
低圧代替注水系

AutoCAD SHX Text
主配管の配置を明示した図面（その1）

AutoCAD SHX Text
非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

AutoCAD SHX Text
原子炉冷却系統施設

AutoCAD SHX Text
8126

折れ線



工事計画認可申請1 第4-4-7-1-13図

東海第二発電所

名

称

原子炉冷却系統施設のうち非常用炉

心冷却設備その他原子炉注水設備

（低圧代替注水系）に係る主配管

の配置を明示した図面（13／13）

日本原子力発電株式会社

8126 

AutoCAD SHX Text
第4-4-7- - 図

AutoCAD SHX Text
低圧代替注水系

AutoCAD SHX Text
主配管の配置を明示した図面（その2）

AutoCAD SHX Text
非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

AutoCAD SHX Text
原子炉冷却系統施設

AutoCAD SHX Text
8126

折れ線



工事計画認可申請1 第4-4-7-2-3図

東海第二発電所

名

称

日本原子力発電株式会社
8119 

原子炉冷却系統施設のうち
非常用炉心冷却設備
その他原子炉注水設備

（低圧代替注水系）の系統図（3／3）
（重大事故等対処設備）

AutoCAD SHX Text
第4-4-7-1- 図

AutoCAD SHX Text
低圧代替注水系

AutoCAD SHX Text
非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

AutoCAD SHX Text
系統図

AutoCAD SHX Text
原子炉冷却系統施設

AutoCAD SHX Text
8119

折れ線







工事計画認可申請

日本原子力発電株式会社

東海第二発電所

名　

称

原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心

冷却設備その他原子炉注水設備

（低圧代替注水系）の系統図（3／3）

（設計基準対象設備）

AutoCAD SHX Text
第4-4-7-2-6図

AutoCAD SHX Text
の系統図（3/3）

AutoCAD SHX Text
非常用炉心冷却設備（低圧代替注水系）

AutoCAD SHX Text
（設計基準対象設備）

AutoCAD SHX Text
原子炉冷却系統施設のうち

AutoCAD SHX Text
8119

折れ線



1

第 4-4-7-6 図「原子炉冷却系統施設 非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備（低圧代替注水系）

の構造図 代替淡水貯槽」別紙 

工事計画記載の公称値の許容範囲

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

内径 

高さ 

注：主要寸法は，工事計画記載の公称値 
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第4-4-7-7図工事計画認可申請書

東 海 第 二 発 電 所

日 本 原 子 力 発 電 株 式 会 社

名

称

原子炉冷却系統施設

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

（低圧代替注水系）の構造図

西側淡水貯水設備

8121



     原子炉冷却系統施設のうち

非常用炉心冷却設備

その他原子炉注水設備（代替循環冷却系）

 に係る主配管の配置を明示した図面

   （1／11）



 原子炉冷却系統施設のうち

非常用炉心冷却設備

その他原子炉注水設備（代替循環冷却系）

 に係る主配管の配置を明示した図面

   （2／11）



 原子炉冷却系統施設のうち

非常用炉心冷却設備

その他原子炉注水設備（代替循環冷却系）

 に係る主配管の配置を明示した図面

   （3／11）



 原子炉冷却系統施設のうち

非常用炉心冷却設備

その他原子炉注水設備（代替循環冷却系）

 に係る主配管の配置を明示した図面

   （4／11）



 原子炉冷却系統施設のうち

   非常用炉心冷却設備

その他原子炉注水設備（代替循環冷却系）

 に係る主配管の配置を明示した図面

   （5／11）



     原子炉冷却系統施設のうち

非常用炉心冷却設備

その他原子炉注水設備（代替循環冷却系）

 に係る主配管の配置を明示した図面

   （6／11）



 原子炉冷却系統施設のうち

非常用炉心冷却設備

その他原子炉注水設備（代替循環冷却系）

 に係る主配管の配置を明示した図面

   （7／11）



     原子炉冷却系統施設のうち

非常用炉心冷却設備

その他原子炉注水設備（代替循環冷却系）

 に係る主配管の配置を明示した図面

（8／11）



     原子炉冷却系統施設のうち

非常用炉心冷却設備

その他原子炉注水設備（代替循環冷却系）

 に係る主配管の配置を明示した図面

   （9／11）



     原子炉冷却系統施設のうち

非常用炉心冷却設備

その他原子炉注水設備（代替循環冷却系）

 に係る主配管の配置を明示した図面

（10／11）



     原子炉冷却系統施設のうち

非常用炉心冷却設備

その他原子炉注水設備（代替循環冷却系）

 に係る主配管の配置を明示した図面

   （11／11）
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第 4-4-8-1-1 図～第 4-4-8-1-6図「原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心冷却設備その他原子炉注

水設備に係る主配管の配置を明示した図面（代替循環冷却系）」別紙 

工事計画記載の公称値の許容範囲

[主配管] 

管 NO.1＊－管継手 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 457.2 
＋4.0mm 

－3.2mm 
ＪＩＳによる材料公差 

厚さ 14.3 
＋規定しない 

－12.5％ 
同上 

管 NO.2＊ 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 318.5 ±0.8％ ＪＩＳによる材料公差 

厚さ 10.3 ±12.5％ 同上 

管 NO.2＊－管継手 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 318.5 
＋4.0mm 

－3.2mm 
ＪＩＳによる材料公差 

厚さ 10.3 
＋規定しない 

－12.5％ 
同上 

管 NO.3＊ 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 318.5 ±0.8％ ＪＩＳによる材料公差 

厚さ 10.3 ±12.5％ 同上 

注 ：主要寸法は，工事計画記載の公称値を示す。 

注記 ＊：管の強度計算書の管 NO.を示す。 
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工事計画記載の公称値の許容範囲（続き） 

[主配管（続き）] 

管 NO.3＊－管継手 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 318.5 
＋4.0mm 

－3.2mm 
ＪＩＳによる材料公差 

厚さ 10.3 
＋規定しない 

－12.5％ 
同上 

管 NO.4＊－管継手 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 216.3 
＋2.4mm 

－1.6mm 
ＪＩＳによる材料公差 

厚さ 8.2 
＋規定しない 

－12.5％ 
同上 

管 NO.5＊－管継手 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 165.2 
＋2.4mm 

－1.6mm 
ＪＩＳによる材料公差 

厚さ 7.1 
＋規定しない 

－12.5％ 
同上 

管 NO.6＊ 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 216.3 ±0.8％ ＪＩＳによる材料公差 

厚さ 8.2 ±12.5％ 同上 

注 ：主要寸法は，工事計画記載の公称値を示す。 

注記 ＊：管の強度計算書の管 NO.を示す。 
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工事計画記載の公称値の許容範囲（続き） 

[主配管（続き）] 

管 NO.6＊－管継手 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 216.3 
＋2.4mm 

－1.6mm 
ＪＩＳによる材料公差 

厚さ 8.2 
＋規定しない 

－12.5％ 
同上 

管 NO.7＊ 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 114.3 ±1％ ＪＩＳによる材料公差 

厚さ 6.0 ±12.5％ 同上 

管 NO.7＊－管継手 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 114.3 ±1.6mm ＪＩＳによる材料公差 

厚さ 6.0 
＋規定しない 

－12.5％ 
同上 

管 NO.8＊ 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 114.3 ±1％ ＪＩＳによる材料公差 

厚さ 6.0 ±12.5％ 同上 

管 NO.8＊－管継手 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 114.3 ±1.6mm ＪＩＳによる材料公差 

厚さ 6.0 
＋規定しない 

－12.5％ 
同上 

注 ：主要寸法は，工事計画記載の公称値を示す。 

注記 ＊：管の強度計算書の管 NO.を示す。
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工事計画記載の公称値の許容範囲（続き） 

[主配管（続き）] 

管 NO.9＊－管継手 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 216.3 
＋2.4mm 

－1.6mm 
ＪＩＳによる材料公差 

厚さ 8.2 
＋規定しない 

－12.5％ 
同上 

注 ：主要寸法は，工事計画記載の公称値を示す。 

注記 ＊：管の強度計算書の管 NO.を示す。 
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第 4-4-8-1-7 図～第 4-4-8-1-11 図「原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心冷却設備その他原子炉注

水設備に係る主配管の配置を明示した図面（代替循環冷却系）」別紙 

工事計画記載の公称値の許容範囲

管 NO.1＊－管継手 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 457.2 
＋4.0mm 

－3.2mm 
ＪＩＳによる材料公差 

厚さ 14.3 
＋規定しない 

－12.5％ 
同上 

管 NO.2＊ 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 318.5 ±0.8％ ＪＩＳによる材料公差 

厚さ 10.3 ±12.5％ 同上 

管 NO.2＊－管継手 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 318.5 
＋4.0mm 

－3.2mm 
ＪＩＳによる材料公差 

厚さ 10.3 
＋規定しない 

－12.5％ 
同上 

管 NO.3＊ 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 318.5 ±0.8％ ＪＩＳによる材料公差 

厚さ 10.3 ±12.5％ 同上 

注 ：主要寸法は，工事計画記載の公称値を示す。 

注記 ＊：管の強度計算書の管 NO.を示す。 
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工事計画記載の公称値の許容範囲（続き） 

[主配管（続き）] 

管 NO.3＊－管継手 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 318.5 
＋4.0mm 

－3.2mm 
ＪＩＳによる材料公差 

厚さ 10.3 
＋規定しない 

－12.5％ 
同上 

管 NO.4＊－管継手 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 216.3 
＋2.4mm 

－1.6mm 
ＪＩＳによる材料公差 

厚さ 8.2 
＋規定しない 

－12.5％ 
同上 

管 NO.5＊－管継手 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 165.2 
＋2.4mm 

－1.6mm 
ＪＩＳによる材料公差 

厚さ 7.1 
＋規定しない 

－12.5％ 
同上 

管 NO.6＊ 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 216.3 ±0.8％ ＪＩＳによる材料公差 

厚さ 8.2 ±12.5％ 同上 

注 ：主要寸法は，工事計画記載の公称値を示す。 

注記 ＊：管の強度計算書の管 NO.を示す。 
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工事計画記載の公称値の許容範囲（続き） 

[主配管（続き）] 

管 NO.6＊－管継手 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 216.3 
＋2.4mm 

－1.6mm 
ＪＩＳによる材料公差 

厚さ 8.2 
＋規定しない 

－12.5％ 
同上 

管 NO.7＊ 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 114.3 ±1％ ＪＩＳによる材料公差 

厚さ 6.0 ±12.5％ 同上 

管 NO.7＊－管継手 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 114.3 ±1.6mm ＪＩＳによる材料公差 

厚さ 6.0 
＋規定しない 

－12.5％ 
同上 

管 NO.8＊ 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 114.3 ±1％ ＪＩＳによる材料公差 

厚さ 6.0 ±12.5％ 同上 

管 NO.8＊－管継手 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 114.3 ±1.6mm ＪＩＳによる材料公差 

厚さ 6.0 
＋規定しない 

－12.5％ 
同上 

注 ：主要寸法は，工事計画記載の公称値を示す。 

注記 ＊：管の強度計算書の管 NO.を示す。
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工事計画記載の公称値の許容範囲（続き） 

[主配管（続き）] 

管 NO.9＊－管継手 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 216.3 
＋2.4mm 

－1.6mm 
ＪＩＳによる材料公差 

厚さ 8.2 
＋規定しない 

－12.5％ 
同上 

注 ：主要寸法は，工事計画記載の公称値を示す。 

注記 ＊：管の強度計算書の管 NO.を示す。 





工事計画認可申請 第 4-4-8-2-6 図

東海第二発電所

名

称

日本原子力発電株式会社

8121

原子炉冷却系統施設のうち

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

（代替循環冷却系）の系統図（1／3）

（設計基準対象施設）



工事計画認可申請 第 4-4-8-2-7 図

東海第二発電所

名

称

日本原子力発電株式会社

8121

原子炉冷却系統施設のうち

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

（代替循環冷却系）の系統図（2／3）

（設計基準対象施設）
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第 4-4-8-3図「原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備（代替循環冷

却系）の構造図 代替循環冷却系ポンプ」別紙 

工事計画記載の公称値の許容範囲

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

吸込内径 199.9 製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

吐出内径 151.0 同上 

ケーシング厚さ 55.0 同上 

たて 860 同上 

横 2093 同上 

高さ 1530 同上 

注：主要寸法は，工事計画記載の公称値を示す。 



 1 

第 4-5-1-1-1図～第 4-5-1-1-3図「原子炉冷却系統施設のうち原子炉冷却材補給設備に係る主配管の

配置を明示した図面（原子炉隔離時冷却系）」別紙 

工事計画記載の公称値の許容範囲 
[主配管] 

管ＮＯ.1＊- 管継手 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 114.3 ±1.6 mm ＪＩＳによる材料公差 

厚さ 8.6 
＋規定しない 

－12.5 ％ 
同上 

 

管ＮＯ.6＊- 管継手 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 355.6 
＋4.0 mm 

－3.2 mm 
ＪＩＳによる材料公差 

厚さ 11.1 
＋規定しない 

－12.5 ％ 
同上 

 

管ＮＯ.11＊- 管継手 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 165.2 
＋2.4 mm 

－1.6 mm 
ＪＩＳによる材料公差 

厚さ 14.3 
＋規定しない 

－12.5 ％ 
同上 

 

注：主要寸法は，工事計画記載の公称値 

注記 ＊：管の強度計算書の管ＮＯ.を示す。 
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第4-5-1-3図

原子炉冷却系統施設 原子炉冷却材補給設備
(原子炉隔離時冷却系)の構造図　E51-F064

折れ線



工事計画認可申請 第 4-6-2 図

東海第二発電所

名

称

日本原子力発電株式会社

8131

原子炉冷却系統施設　原子炉補器冷却設備に

係る機器の配置を明示した図面

（残留熱除去系海水系）

原子炉冷却系統施設　原子炉補機冷却設備

に係る機器の配置を明示した図面

（残留熱除去系海水系）



工事計画認可申請

日本原子力発電株式会社

７Ｙ０２

名

称

東海第二発電所

原子炉冷却系統施設　原子炉補機冷却
設備（残留熱除去系海水系）の構造図
　 3 - 1 2 V B 0 0 1 A , B

第 ４－6－2－4 図

多角形



工事計画認可申請 第 4-6-3-2-2 図

東 海 第 二 発 電 所

名

称 （緊急用海水系）の系統図

原子炉補機冷却設備

原子炉冷却系統施設のうち

（設計基準対象施設）

8121

日 本 原 子 力 発 電 株 式 会 社



T.事計画認可申請1 第4-6-3-3-2図

東海第二発電所

名
I称

原子炉冷却系統施設
原子炉補機冷却設備（緊急用海水系）の構造図

緊急用悔水系ストレ ー ナ

日本原子力発電株式会社
8 1 2 6 

折れ線
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第 4-6-3-3-2図「原子炉補機冷却施設 原子炉補機冷却設備（緊急用海水系）の構造図 緊急用海水系

ストレーナ」別紙 

工事計画記載の公称値の許容範囲 

 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根    拠 

胴内径 576 ±4 mm 製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

胴板厚さ 20 
＋6 mm 

0 mm 

同上 

カバー厚さ 20 
＋4 mm 

0 mm 

同上 

管台口径(海水入口) 350 ±3.0 mm 
同上 

管台厚さ(海水入口) 20 
＋6 mm 

0 mm 

同上 

管台口径(海水出口) 350 ±3.0 mm 
同上 

管台厚さ(海水出口) 20 
＋6 mm 

0 mm 

同上 

全長 1870 ±2.5 mm 同上 

注：主要寸法は，工事計画記載の公称値 
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5 計測制御系統施設 



工事計画認可申請 第5-1-1-1-3図

東海第二発電所

名 

称

日本原子力発電株式会社

計測制御系統施設　制御棒駆動装置
制御棒駆動水圧設備（制御棒駆動水圧系）

の構造図C12-126　

7Z05

　

注1：特記なき寸法はmmを示す。

注2：特記なき寸法は公称値を示す。



工事計画認可申請 第5-1-1-1-4図

東海第二発電所

名 

称

日本原子力発電株式会社

計測制御系統施設　制御棒駆動装置
制御棒駆動水圧設備（制御棒駆動水圧系）

の構造図C12-127　

7Z05

　

　

注1：特記なき寸法はmmを示す。

注2：特記なき寸法は公称値を示す。



計測制御系統施設 計測装置

計測制御系統図(1／3)

第 5-3-1-1 図

8119

）



計測制御系統施設　計測装置

計測制御系統図(2／3)

第 5-3-1-2 図

8119



計測制御系統施設　計測装置

計測制御系統図(3／3)

第 5-3-1-3 図

8119



名

称

日本原子力発電株式会社

8129

工事計画認可申請

東海第二発電所

計測制御系統施設
計測装置の検出器の取付箇所を

明示した図面（1／8）

第 5-3-2-1 図第 5-3-2-1 図



工事計画認可申請

東海第二発電所

名

称

日本原子力発電株式会社

8129

第 5-3-2-2 図

計測制御系統施設
計測装置の検出器の

取付箇所を明示した図面
（2／8）



工事計画認可申請

東海第二発電所

名

称

日本原子力発電株式会社

8129

第 5-3-2-3 図

計測制御系統施設
計測装置の検出器の

取付箇所を明示した図面
（3／8）



工事計画認可申請

東海第二発電所

名

称

日本原子力発電株式会社

8129

第 5-3-2-4 図

計測制御系統施設
計測装置の検出器の

取付箇所を明示した図面
（4／8）



工事計画認可申請

東海第二発電所

名

称

日本原子力発電株式会社

8129

第 5-3-2-5 図

計測制御系統施設
計測装置の検出器の

取付箇所を明示した図面
（5／8）



工事計画認可申請

東海第二発電所

名

称

日本原子力発電株式会社

8129

第 5-3-2-6 図

計測制御系統施設
計測装置の検出器の

取付箇所を明示した図面
（6／8）



工事計画認可申請

東海第二発電所

名

称

日本原子力発電株式会社

8129

第 5-3-2-7 図

計測制御系統施設
計測装置の検出器の

取付箇所を明示した図面
（7／8）



工事計画認可申請

東海第二発電所

名

称

日本原子力発電株式会社

8129

第 5-3-2-8 図

計測制御系統施設
計測装置の検出器の

取付箇所を明示した図面
（8／8）



工事計画認可申請 第 5-5-1 図

東海第二発電所

名

称

日本原子力発電株式会社

8130

計測制御系統施設

制御用空気設備に係る

機器の配置を明示した図面（1／2）



工事計画認可申請 第 5-5-2 図

東海第二発電所

名

称

日本原子力発電株式会社

8130

計測制御系統施設

制御用空気設備に係る

機器の配置を明示した図面（2／2）



工事計画認可申却 第 5-5-1-2 図
東海第 二 発電所

名

称

計測制御系統施設のうち制御用

空気設備（窒素供給系）の
系統図

日本原子力発電株式会社
8125 



 1 

第 5-5-2-1-1図，第 5-5-2-1-2図「計測制御系統施設のうち制御用空気設備に係る主配管の配置を明

示した図面（非常用窒素供給系）」別紙 

工事計画記載の公称値の許容範囲 
[主配管] 

管ＮＯ.1＊1 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 34.0 ±0.5 mm ＪＩＳによる材料公差 

厚さ 4.5 
＋1.2 mm 

－12.5 ％ 

【プラス側公差】 

製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

【マイナス側公差】 

ＪＩＳによる材料公差 

 

管ＮＯ.2＊1- 管継手 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 34.5＊2 
＋0.3 mm 

0 mm 
ＪＩＳによる材料公差 

厚さ 5.7＊3 最小 5.7 mm 製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

 

管ＮＯ.3＊1 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 34.0 ±0.5 mm ＪＩＳによる材料公差 

厚さ 4.5 
＋1.2 mm 

－12.5 ％ 

【プラス側公差】 

製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

【マイナス側公差】 

ＪＩＳによる材料公差 

 

管ＮＯ.4＊1- 管継手 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 34.5＊2 
＋0.3 mm 

0 mm 
ＪＩＳによる材料公差 

厚さ 5.7＊3 最小 5.7 mm 製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

注：主要寸法は，工事計画記載の公称値 

注記 ＊1：管の強度計算書の管ＮＯ.を示す。 

   ＊2：差込み継手の差込み部内径を示す。 

   ＊3：差込み継手の最小厚さを示す。 
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 2 

工事計画記載の公称値の許容範囲（続き） 
[主配管（続き）] 

管ＮＯ.5＊1 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 34.0 ±0.5 mm ＪＩＳによる材料公差 

厚さ 4.5 
＋1.2 mm 

－12.5 ％ 

【プラス側公差】 

製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

【マイナス側公差】 

ＪＩＳによる材料公差 

 

管ＮＯ.6＊1- 管継手 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 34.5＊2 
＋0.3 mm 

0 mm 
ＪＩＳによる材料公差 

厚さ 5.7＊3 最小 5.7 mm 製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

 

管ＮＯ.7＊1- 管継手 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 34.5＊2 
＋0.3 mm 

0 mm 
ＪＩＳによる材料公差 

厚さ 5.7＊3 最小 5.7 mm 製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

 

管ＮＯ.8＊1- 管継手 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 61.1＊2 
＋0.3 mm 

0 mm 
ＪＩＳによる材料公差 

厚さ 6.9＊3 最小 6.9 mm 製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

 

注：主要寸法は，工事計画記載の公称値 

注記 ＊1：管の強度計算書の管ＮＯ.を示す。 

   ＊2：差込み継手の差込み部内径を示す。 

   ＊3：差込み継手の最小厚さを示す。 
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 3 

工事計画記載の公称値の許容範囲（続き） 
[主配管（続き）] 

管ＮＯ.9＊1 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 60.5 ±1 ％ ＪＩＳによる材料公差 

厚さ 5.5 
＋1.5 mm 

－12.5 ％ 

【プラス側公差】 

製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

【マイナス側公差】 

ＪＩＳによる材料公差 

 

管ＮＯ.10＊1 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 60.5 ±1 ％ ＪＩＳによる材料公差 

厚さ 3.9 
＋1.0 mm 

－0.5 mm 

【プラス側公差】 

製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

【マイナス側公差】 

ＪＩＳによる材料公差 

 

管ＮＯ.11＊1- 管継手 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 61.1＊2 
＋0.3 mm 

0 mm 
ＪＩＳによる材料公差 

厚さ 6.1＊3 最小 6.1 mm 同上 

 

注：主要寸法は，工事計画記載の公称値 

注記 ＊1：管の強度計算書の管ＮＯ.を示す。 

   ＊2：差込み継手の差込み部内径を示す。 

   ＊3：差込み継手の最小厚さを示す。 
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―

 

―

 

模
1 工事計画認可申瓢 第5-5-3-1-1図

東海第二発電所

名

称

計測制御系統施設のうち制御用空気
設備（非常用逃がし安全弁駆動系）
に係る主配管の配置を明示した図面

（1／10） 

日本原子力発電株式会社
8122 

折れ線



模

'工事計画認可申瓢 第5-5-3-1-2図
東海第二発電所

名

称

計測制御系統施設のうち制御用空気
設備（非常用逃がし安全弁駆動系）
に係る主配管の配置を明示した図面 

(2/10) 

日本原子力発電株式会社
8122 

折れ線



工事計画認可申請1 第5-5-3-1-3図

東海第二発電所

名

称

計測制御系統施設のうち制御用空気

設備（非常用逃がし安全弁駆動系）

に係る主配管の配置を明示した図面 

(3/10)

日本原子力発電株式会社
8122 

折れ線



1 工事計画認可申瓢 第5-5-3-1-4図

東海第二発電所

名

称

計測制御系統施設のうち制御用空気

設備（非常用逃がし安全弁駆動系）

に係る主配管の配置を明示した図面

(4/10) 

日本原子力発電株式会社
8122 

折れ線



模

工事計画認可申請1 第5-5-3-1-5図

東海第二発電所

名

称

計測制御系統施設のうち制御用空気

設備（非常用逃がし安全弁駆動系）

に係る主配管の配置を明示した図面 

(5/10)

日本原子力発電株式会社
8122 

折れ線



模
'工事計画認可申瓢 第5-5-3-1-6図

東海第二発電所

名

称

計測制御系統施設のうち制御用空気
設備（非常用逃がし安全弁駆動系）
に係る主配管の配置を明示した図面

（6／10） 

日本原子力発電株式会社
8122 

折れ線



工事計画認可申請1 第5-5-3-1-7図
東海第二発電所

名

称

計測制御系統施設のうち制御用空気
設備（非常用逃がし安全弁駆動系）
に係る主配管の配置を明示した図面

（7／10） 

日本原子力発電株式会社
8122 

折れ線



模
1 工事計画認可申瓢 第5-5-3-1-8図

東海第二発電所

名

称

計測制御系統施設のうち制御用空気
設備（非常用逃がし安全弁駆動系）
に係る主配管の配置を明示した図面

（8／10） 

日本原子力発電株式会社
8122 

折れ線



計測制御系統施設のうち制御用空気設備

（非常用逃がし安全弁駆動系）に係る主

配管の配置を明示した図面（9／10）

東海第二発電所

第 5-5-3-1-9 図工事計画認可申請

名

称

日本原子力発電株式会社

8118

折れ線



計測制御系統施設のうち制御用空気設備

（非常用逃がし安全弁駆動系）に係る主配

管の配置を明示した図面（10／10）

東海第二発電所

第 5-5-3-1-10 図工事計画認可申請

名

称

日本原子力発電株式会社

8118

折れ線



第５-５-３-２-１図

計測制御系統施設のうち制御用空気

設備（非常用逃がし安全弁駆動系）

の系統図（1/2）

（設計基準対象施設）

多角形



工事計画認可申請
東海第 ― 発 電所

名

称

日本原子力発
N2-006-239 

雪p 株式 仝ム 社
SI④ IH G

 
8126 

第5-5-3-2-2図

計測制御系統施設のうち制御用空
気設備（非常用逃がし安全弁駆動
系）の系統図（2/2）
　　（重大事故等対処設備）

多角形



名
称

工事計画認可申請

　 東 海 第 二 発 電 所

日 本 原 子 力 発 電 株 式 会 社

第5-5-3-3図

8126

計測制御系統施設　制御用空気設備（非常用逃
がし安全弁駆動系）の構造図 高圧窒素ボンベ

（ボンベラック含）

折れ線
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6 放射性廃棄物の廃棄施設 



放射性廃棄物の廃棄施設

気体，液体又は固体廃棄物処理設備

（液体廃棄物処理系）に係る

主配管の配置を明示した図面

東海第二発電所

第 6-1-4 図工事計画認可申請

名

称

日本原子力発電株式会社

8119

テキストボックス

多角形



AutoCAD SHX Text
N2-006-241

AutoCAD SHX Text
N2-006-241

AutoCAD SHX Text
S

AutoCAD SHX Text
A

AutoCAD SHX Text
H

AutoCAD SHX Text
G

AutoCAD SHX Text
日 本 原 子 力 発 電 株 式 会 社

AutoCAD SHX Text
東　海　第　二　発　電　所

AutoCAD SHX Text
工事計画認可申請

AutoCAD SHX Text
名 称

AutoCAD SHX Text
第          図

AutoCAD SHX Text
8122

AutoCAD SHX Text
6-1-5

AutoCAD SHX Text
放射性廃棄物の廃棄施設

AutoCAD SHX Text
気体，液体又は固化廃棄物処理設備

AutoCAD SHX Text
（液体廃棄物処理系）の系統図

長方形

長方形

長方形

スタンプ

折れ線
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7 放射線管理施設 



長方形

スタンプ

多角形



長方形

スタンプ

多角形



第7 2 1 3 3図請一
長田〕

一
円一元

事計固認可申

名

称

東海第 所

止不ー
ξ§ 
宅J叫八九力ヱ」原本円口

放射線管理施設　換気設備（中央制御室換気系）

の構造図　中央制御室換気系フィルタユニット

多角形



第7-2-2-2-1図

8123

放射線管理施設のうち
換気設備（中央制御室待避室）の系統図

（設計基準対象施設）

工事計画認可申請

東 海 第 二 発 電 所

日 本 原 子 力 発 電 株 式 会 社

名

称



工事計画認可申請

東海第二発電所

名

称

日本原子力発電株式会社

第7-2-3-3-1図

放射線管理施設
換気設備（緊急時対策所換気系）の構造図

緊急時対策所加圧設備



第7-2-4-2-1図

8123

工事計画認可申請

東海第二発電所

名 

称

日本原子力発電株式会社

　放射線管理施設のうち
換気設備

（第二弁操作室）の系統図
　（設計基準対象施設）



工事計画認可申請

東海第二発電所

名

称

日本原子力発電株式会社

第7-3-1図

8125

放射線管理施設
生体遮蔽装置に係る機器の配置を明示した図面





多角形



多角形



多角形



多角形



多角形



多角形



多角形



多角形



多角形



多角形



多角形



多角形



折れ線



折れ線



折れ線
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7.3 生体遮蔽装置の構造図別紙 

工事計画記載の公称値の許容範囲 

【二次遮蔽】 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

二次遮蔽 －＊ 
 mm 

mm 製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

注記 ＊：寸法は場所により異なるが，許容範囲は同一であるため記載を省略する。 

【中央制御室遮蔽】 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

天井，壁及び床 －＊ 
 mm 

mm 製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

注記 ＊：寸法は場所により異なるが，許容範囲は同一であるため記載を省略する。 

【中央制御室遮蔽(待避室)】 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

天井及び壁 －＊ 

 mm 

 mm 

ＪＡＳＳ５Ｎ 3.13 項 表 3.3 コンクリー

ト部材の位置及び断面寸法の許容差の標準

値

遮蔽窓 228 
mm 

mm 製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

遮蔽扉 110 
mm 

mm 製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

注記 ＊：寸法は場所により異なるが，許容範囲は同一であるため記載を省略する。 

【緊急時対策所遮蔽】 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

天井，壁及び床 －＊ 

 mm 

 mm 

ＪＡＳＳ５Ｎ 3.13 項 表 3.3 コンクリー

ト部材の位置及び断面寸法の許容差の標準

値

注記 ＊：寸法は場所により異なるが，許容範囲は同一であるため記載を省略する。 
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8 原子炉格納施設 



工事計画認可申請 第 8-1-1-3 図

東海第二発電所

名

称

日本原子力発電株式会社

8131

原子炉格納施設　原子炉格納容器に係る

機器（格納容器本体）の

配置を明示した図面（3／4）



工事計画認可申請 第 8-1-1-4 図

東海第二発電所

名

称

日本原子力発電株式会社

8131

原子炉格納施設　原子炉格納容器に係る

機器（格納容器本体）の

配置を明示した図面（4／4）



工事計画認可申請 第 8-2-1 図

東海第二発電所

名

称

日本原子力発電株式会社

8131

原子炉格納施設　圧力低減設備

その他の安全設備に係る

機器の配置を明示した図面



第 8-2-2-1 図工事計画認可申請

東海第二発電所

名

称

日本原子力発電株式会社

原子炉格納施設 圧力低減設備
その他の安全設備の原子炉格納容器安全設備に係る

機器の配置を明示した図面（1／3）

8131



工事計画認可申請 第 8-2-2-2 図

東海第二発電所

名

称

日本原子力発電株式会社

8131

原子炉格納施設　圧力低減設備その他の

安全設備の原子炉格納容器安全設備に係る

機器の配置を明示した図面（2／3）



工事計画認可申請 第 8-2-2-3 図

東海第二発電所

名

称

日本原子力発電株式会社

8131

原子炉格納施設　圧力低減設備その他の

安全設備の原子炉格納容器安全設備に係る

機器の配置を明示した図面（3／3）



工事計画認可申請 第 8-2-2-2-2-3 図

東海第二発電所

名

称

日本原子力発電株式会社

8122

原子炉格納施設のうち

圧力低減設備その他の安全設備の

原子炉格納容器安全設備

（格納容器スプレイ冷却系）の系統図

（1／2）（設計基準対象施設）



工事計画認可申請 第 8-2-2-2-2-4 図

東海第二発電所

名

称

日本原子力発電株式会社

8124

原子炉格納施設のうち

圧力低減設備その他の安全設備の

原子炉格納容器安全設備

（格納容器スプレイ冷却系）の系統図

（2／2）（設計基準対象施設）



工事計画認可申請

東海第二発電所

名

称

日本原子力発電株式会社

8124

原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の

安全設備の原子炉格納容器安全設備

（サプレッション・プール冷却系）の系統図

（1／4)（設計基準対象施設）

第 8-2-2-3-2 図



工事計画認可申請 第 8-2-2-3-3 図

東海第二発電所

名

称

日本原子力発電株式会社

8124

原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の

安全設備の原子炉格納容器安全設備

（サプレッション・プール冷却系）の系統図

（2/4)（設計基準対象施設）



工事計画認可申請

東海第二発電所

名

称

日本原子力発電株式会社

8124

原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の

安全設備の原子炉格納容器安全設備

（サプレッション・プール冷却系）の系統図

（3／4)（重大事故等対処設備）

第 8-2-2-3-4 図



工事計画認可申請 第 8-2-2-3-5 図

東海第二発電所

名

称

日本原子力発電株式会社

8124

原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の

安全設備の原子炉格納容器安全設備

（サプレッション・プール冷却系）の系統図

（4／4)（重大事故等対処設備）



原子炉格納施設のうち

    圧力低減設備その他の安全設備の

原子炉格納容器安全設備

 （代替格納容器スプレイ冷却系）の系統図

     （1／4）（設計基準対象施設）

折れ線



名  

称

工事計画認可申請

東海第二発電所

日本原子力発電株式会社

8124

第 8-2-2-4-2-6 図

原子炉格納施設のうち

圧力低減設備その他の安全設備

（代替格納容器スプレイ冷却系）の系統図（2／4）

（設計基準対象施設）

原子炉格納容器安全設備

原子炉格納施設のうち

    圧力低減設備その他の安全設備の

原子炉格納容器安全設備

  （代替格納容器スプレイ冷却系）の系統図

     （2／4）（設計基準対象施設）

折れ線



工事計画認可申請

東海第二発電所

名

称

日本原子力発電株式会社

8124

第 8-2-2-4-2-7 図

原子炉格納施設のうち

圧力低減設備その他の安全設備

（代替格納容器スプレイ冷却系）の系統図（3／4）

（設計基準対象施設）

原子炉格納容器安全設備

原子炉格納施設のうち
    圧力低減設備その他の安全設備の

原子炉格納容器安全設備
  （代替格納容器スプレイ冷却系）の系統図
     （3／4）（設計基準対象施設）



工事計画認可申請

東海第二発電所

名

称

日本原子力発電株式会社

8124

第 8-2-2-4-2-8 図

原子炉格納施設のうち

圧力低減設備その他の安全設備

（代替格納容器スプレイ冷却系）の系統図（4／4）

（設計基準対象施設）

原子炉格納容器安全設備

原子炉格納施設のうち
    圧力低減設備その他の安全設備の

原子炉格納容器安全設備
  （代替格納容器スプレイ冷却系）の系統図
     （4／4）（設計基準対象施設）



原子炉格納施設のうち

    圧力低減設備その他の安全設備の

原子炉格納容器安全設備（代替循環冷却系）

に係る主配管の配置を明示した図面（1／7）



原子炉格納施設のうち

    圧力低減設備その他の安全設備の

原子炉格納容器安全設備（代替循環冷却系）

に係る主配管の配置を明示した図面（2／7）



原子炉格納施設のうち

    圧力低減設備その他の安全設備の

原子炉格納容器安全設備（代替循環冷却系）

に係る主配管の配置を明示した図面（3／7）



原子炉格納施設のうち

    圧力低減設備その他の安全設備の

原子炉格納容器安全設備（代替循環冷却系）

に係る主配管の配置を明示した図面（4／7）



原子炉格納施設のうち

    圧力低減設備その他の安全設備の

原子炉格納容器安全設備（代替循環冷却系）

に係る主配管の配置を明示した図面（5／7）



原子炉格納施設のうち

    圧力低減設備その他の安全設備の

原子炉格納容器安全設備（代替循環冷却系）

に係る主配管の配置を明示した図面（6／7）



原子炉格納施設のうち

    圧力低減設備その他の安全設備の

原子炉格納容器安全設備（代替循環冷却系）

に係る主配管の配置を明示した図面（7／7）
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第 8-2-2-5-1-1図～第 8-2-2-5-1-2図「原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備の原

子炉格納容器安全設備（代替循環冷却系）に係る主配管の配置を明示した図面」別紙 

工事計画記載の公称値の許容範囲

[主配管] 

管 NO.1＊ 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 165.2 ±1.6mm ＪＩＳによる材料公差 

厚さ 7.1 ±12.5％ 同上 

管 NO.1＊－管継手 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 165.2 
＋2.4mm 

－1.6mm 
ＪＩＳによる材料公差 

厚さ 7.1 
＋規定しない 

－12.5％ 
同上 

管 NO.2＊ 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 165.2 ±1.6mm ＪＩＳによる材料公差 

厚さ 7.1 ±12.5％ 同上 

管 NO.2＊－管継手 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 165.2 
＋2.4mm 

－1.6mm 
ＪＩＳによる材料公差 

厚さ 7.1 
＋規定しない 

－12.5％ 
同上 

注 ：主要寸法は，工事計画記載の公称値を示す。 

注記 ＊：管の強度計算書の管 NO.を示す。 
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工事計画記載の公称値の許容範囲（続き） 

[主配管（続き）] 

管 NO.3＊－管継手 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 216.3 
＋2.4mm 

－1.6mm 
ＪＩＳによる材料公差 

厚さ 8.2 
＋規定しない 

－12.5％ 
同上 

管 NO.4＊ 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 216.3 ±0.8％ ＪＩＳによる材料公差 

厚さ 8.2 ±12.5％ 同上 

管 NO.4＊－管継手 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 216.3 
＋2.4mm 

－1.6mm 
ＪＩＳによる材料公差 

厚さ 8.2 
＋規定しない 

－12.5％ 
同上 

管 NO.5＊ 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 216.3 ±0.8％ ＪＩＳによる材料公差 

厚さ 8.2 ±12.5％ 同上 

注 ：主要寸法は，工事計画記載の公称値を示す。 

注記 ＊：管の強度計算書の管 NO.を示す。
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工事計画記載の公称値の許容範囲（続き） 

[主配管（続き）] 

管 NO.5＊－管継手 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 216.3 
＋2.4mm 

－1.6mm 
ＪＩＳによる材料公差 

厚さ 8.2 
＋規定しない 

－12.5％ 
同上 

管 NO.6＊ 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 216.3 ±0.8％ ＪＩＳによる材料公差 

厚さ 8.2 ±12.5％ 同上 

管 NO.6＊－管継手 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 216.3 
＋2.4mm 

－1.6mm 
ＪＩＳによる材料公差 

厚さ 8.2 
＋規定しない 

－12.5％ 
同上 

注 ：主要寸法は，工事計画記載の公称値を示す。 

注記 ＊：管の強度計算書の管 NO.を示す。 
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第 8-2-2-5-1-3図～第 8-2-2-5-1-7図「原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備の原

子炉格納容器安全設備（代替循環冷却系）に係る主配管の配置を明示した図面」別紙 

工事計画記載の公称値の許容範囲

[主配管] 

管 NO.1＊－管継手 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 216.3 
＋2.4mm 

－1.6mm 
ＪＩＳによる材料公差 

厚さ 8.2 
＋規定しない 

－12.5％ 
同上 

管 NO.2＊ 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 165.2 ±1.6mm ＪＩＳによる材料公差 

厚さ 7.1 ±12.5％ 同上 

管 NO.2＊－管継手 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 165.2 
＋2.4mm 

－1.6mm 
ＪＩＳによる材料公差 

厚さ 7.1 
＋規定しない 

－12.5％ 
同上 

管 NO.3＊ 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 165.2 ±1.6mm ＪＩＳによる材料公差 

厚さ 7.1 ±12.5％ 同上 

注 ：主要寸法は，工事計画記載の公称値を示す。 

注記 ＊：管の強度計算書の管 NO.を示す。 
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工事計画記載の公称値の許容範囲（続き） 

[主配管（続き）] 

管 NO.3＊－管継手 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 165.2 
＋2.4mm 

－1.6mm 
ＪＩＳによる材料公差 

厚さ 7.1 
＋規定しない 

－12.5％ 
同上 

管 NO.4＊－管継手 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 216.3 
＋2.4mm 

－1.6mm 
ＪＩＳによる材料公差 

厚さ 8.2 
＋規定しない 

－12.5％ 
同上 

管 NO.5＊ 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 216.3 ±0.8％ ＪＩＳによる材料公差 

厚さ 8.2 ±12.5％ 同上 

管 NO.5＊－管継手 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 216.3 
＋2.4mm 

－1.6mm 
ＪＩＳによる材料公差 

厚さ 8.2 
＋規定しない 

－12.5％ 
同上 

注 ：主要寸法は，工事計画記載の公称値を示す。 

注記 ＊：管の強度計算書の管 NO.を示す。
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工事計画記載の公称値の許容範囲（続き） 

[主配管（続き）] 

管 NO.6＊ 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 216.3 ±0.8％ ＪＩＳによる材料公差 

厚さ 8.2 ±12.5％ 同上 

管 NO.6＊－管継手 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 216.3 
＋2.4mm 

－1.6mm 
ＪＩＳによる材料公差 

厚さ 8.2 
＋規定しない 

－12.5％ 
同上 

管 NO.7＊ 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 216.3 ±0.8％ ＪＩＳによる材料公差 

厚さ 8.2 ±12.5％ 同上 

管 NO.7＊－管継手 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 216.3 
＋2.4mm 

－1.6mm 
ＪＩＳによる材料公差 

厚さ 8.2 
＋規定しない 

－12.5％ 
同上 

注 ：主要寸法は，工事計画記載の公称値を示す。 

注記 ＊：管の強度計算書の管 NO.を示す。 



工事計画認可申請 第 8-2-2-5-2-1 図

東海第二発電所

名

称

日本原子力発電株式会社

8129

原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の

安全設備の原子炉格納容器安全設備

（代替循環冷却系）の系統図（1／6）

（設計基準対象施設）



工事計画認可申請 第 8-2-2-5-2-2 図

東海第二発電所

名

称

日本原子力発電株式会社

8129

原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の

安全設備の原子炉格納容器安全設備

（代替循環冷却系）の系統図（2／6）

（重大事故等対処設備）



工事計画認可申請 第 8-2-2-5-2-3 図

東海第二発電所

名
　

称

日本原子力発電株式会社

8121

原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の

安全設備の原子炉格納容器安全設備

（代替循環冷却系）の系統図（3／6）

（設計基準対象施設）



工事計画認可申請 第 8-2-2-5-2-4 図

東海第二発電所

名

称

日本原子力発電株式会社

8130

原子炉格納容施設のうち

圧力低減設備その他の安全設備の

原子炉格納容器安全設備(代替循環冷却系)の

系統図(4/6)

(重大事故等対処設備)





工事計画認可申請I 第8-2-2-5-2-6図
東海第 二 発 電所
原子炉格納施設のうち圧力低減設備

夕
その他の安全設偏の原子炉格納容器

° 安全設備（代替循環冷却系）
称 の系統図(6/6) 

（重大事故等対処設偏）
日本原子力発電株式会社

8126 



 原子炉格納施設のうち

 圧力低減設備その他の安全設備の

   原子炉格納容器安全設備

（格納容器下部注水系）の系統図（1／2）

 （設計基準対象施設）

折れ線



名  

称

工事計画認可申請

東海第二発電所

日本原子力発電株式会社

8124

第 8-2-2-6-2-4 図

原子炉格納施設のうち
圧力低減設備その他の安全設備

（格納容器下部注水系）の系統図（2／2）
（設計基準対象施設）

原子炉格納容器安全設備

 原子炉格納施設のうち

 圧力低減設備その他の安全設備の

 原子炉格納容器安全設備

（格納容器下部注水系）の系統図（2／2）

 （設計基準対象施設）

折れ線



工事計画認可申請 第 8-2-2-7-1 図

東海第二発電所

原子炉格納施設のうち

圧力低減設備その他の安全設備の

原子炉格納容器安全設備（原子炉隔離時冷却系）

の系統図（1／2）

（設計基準対象施設）

名

称

日本原子力発電株式会社

8123



工事計画認可申請

東海第二発電所

名

称

日本原子力発電株式会社

第 8-2-2-7-2 図

原子炉格納施設のうち

圧力低減設備その他の安全設備の

原子炉格納容器安全設備（原子炉隔離時冷却系）

の系統図（2／2）

（重大事故等対処設備）

8123



原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の

安全設備の原子炉格納容器安全設備

（高圧代替注水系）の系統図（1／2）

（設計基準対象施設）

工事計画認可申請

東海第二発電所

名

称

日本原子力発電株式会社

8128

第 8-2-2-8-1 図



原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の

安全設備の原子炉格納容器安全設備

（高圧代替注水系）の系統図（2／2）

（設計基準対象施設）

工事計画認可申請

東海第二発電所

名

称

日本原子力発電株式会社

8128

第 8-2-2-8-2 図



原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の

安全設備の原子炉格納容器安全設備

（高圧代替注水系）の系統図（1／2）

（重大事故等対処設備）

工事計画認可申請

東海第二発電所

名

称

日本原子力発電株式会社

8128

第 8-2-2-8-3 図



原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の

安全設備の原子炉格納容器安全設備

（高圧代替注水系）の系統図（2／2）

（重大事故等対処設備）

工事計画認可申請

東海第二発電所

名

称

日本原子力発電株式会社

8128

第 8-2-2-8-4 図




